
























































































































兵 衛 遣 物 」 ）
可 湘 柄 器 ( - 名 大 名 樫 食 、
蒔 絵 入 り 窃 麦 箱 ）
翁 瓢 米 樅 （ 代 々 の 市 川 団 十 郎 所
蔵、
松 尾 芭 蕉 の 米 瓢 箪 ）
以 上 で あ る （ 目 録 二 十 九 項 目 、
本 編 二 十 八 項 目 ） 。
実際に、
今 田 氏 が 「 扱 で 消 さ
れ」と言われる部分について、
「 寸 錦 雑 綴」 の 例 を 検 討 し て 見 る と 、①享 保 D D
(二字分。年次であろう）
大 江 殿 の 北 す ぢ か い 橋 の ほ
と り に し ば ゐ し て 勧 進 能 興 業 せ ら れ し と き の 番 組 と な む （ 「 勧・進能番組」付記。〈項目名は目録に従う。






（ 約 四 字 分 。
人 名 と 思 わ れ る ） 御 法 度 々 宗 門 二 而
. . . . . . 
（「患窟券」）
③ 此 地 図 は 予 大 人 口 口 口
□
（ 四 i 五 字 分 ） 文 郎 な り し を せ ち に こ
ひ て う つ す 。 （ 「 束 都 地 図 」 付 記 。
人 名 か ）
④常 盤 泄 文 字
□
口 （ 一 ー ニ 字 分 ）
といふ妓女のもとよりかりてう
つす
。 （ 「 常 磐 津 宗 図 」 付 記 。
太夫名の一部であろう）
⑤ 此 比 団 蔵 柏 筵 卜 確 執 ニ オ ヨ ン デ
□
（ 一 字 分
） 紋 ノ 三 マ ス ヲ 消 コ





（ 約 四 字 分 ） 江 可 被 伝 上 処 二 何 メ を 頼 様 二 … … （ 「 意
． 休怠状」。




ま ま 刷 ら
れ た 他 の 部 分 と 比 較 し て も 、
当局
．




お そ ら く 、
所 蔵 者 へ の 遠
慮 （ 恩） や 被 記 載 者 へ の 配 慇 （ ②⑥ ） へ 事 実 確 認
の不全あるい
は 見 落 と し
(e⑤)
） の 類 と 考 え て 誤 る ま い 。 特 に 個 人 の プ ラ イ バ
シ ー に 関 わ る 文 密 中 の 人 名 で あ る と 思 わ れ る ⑦e) は 、
公 刊 の 街 と
しては当然の処憎であること、
現 在 と 変 わ ら な い 。
こ れ ら ， の 他 、
「 束 祁 地 図 」 の 図 中 に も 同 様 の 例 が 二 箇 所 あ る が 、
や は り 入 木 で
は な く 彫 り 残 し 、
あ る い は 原 本 時 点 で 既 に 存 し た 彫 り 残 し で あ る
と思われる。
こ の よ う に 、
彫り残された部分には、
それぞれに理
由 が 見 い だ さ れ 、
そ れ ら は 出 版 差 し 止 め に よ っ て 急 遠 抹 梢 さ れ た
ようなものではなかった。
そもそも、
こ れ ら の 部 分 を 抹 消 し て 版
行 許 可 が 下 り た の で あ れ ば 、
奥 付 等 を 備 え た 本 が 現 存 し て よ い は
ず で あ る 。
と こ ろ で 、
こ の 世 の 作 者 （ 編 者 ） に つ い て は 、
従 来 、
序 文 を 記
した森島中良を擬することがしばしばであった。
しかし、「近代
名 家 著 述 目 録
j
（ 文 化 八 年 序 ） や 「 西 洋 学 家 訳 述 目 録 」 （ 嘉 永 五 年
刊）をはじめとする瑞述目録の類、
あ る い は 中 良 略 伝 の 類 、
また
中 良 に つ い て 記 し た 瞥 き 留 め ・ 随 箪 の 類 に も 、 「寸 錦 雑 綴 」 を 彼の著作とした
ものは一切見当たらないのである。
そ の 点 、
日 本 随
鉦 大 成 新 版 一 期 七 （ 昭 和 50 . 7 ) の 付 録 （ 「 「 寸 錦 雑 綴
j
抄 」 ） で 、




















































































































。 ． 両 者 と も に 戯 文 で あ っ て 、
とくに料理尽くし
東 都 狂 生
森
吟
あ つ ば れ 錦 を 綴 り た る 心 意 気 に て 。 一 部 自 慢 の 顔 色 な れ ば 。すなはら
則 寸 錦 雑 綴 と や ら か し け れ ば 。
き や つ 溝 悦 の や う す な り 。
ば。
かうらい後 来 こ の 苔 を 規 範 と し て 。 新 編 を あ ら は す 馬 鹿 も
のあら
いかいふ
腐 屈 の 内 に 達 者 あ ら む と 云 図 。
ソ シ イ
和漢 の 凪 流 今 に 尽 る こ と な く 。 庵 を 結 ん て 疏 飯 を 食 ひ 。
四 方
の流れの水を飲ては
9． つ れ ／＼ の 余 り に 肱 を 曲 て 枕 と し 。
ョ モ ス ・ '終夜瓦燈をか、けて箪を採れは。きり／＼すの．つゞり合する 一 巻 と は な り ぬ 。 も と よ り 東 ふ り の 作 者 。




浜 の 真砂 の 一 っ ふ 撰 し て 。 拾 集 め
たるな
め り 。 栂 礼 は





か し 種 と す へ き ー








ク シ ャ ＂
の 三 ッ 道 具 を も て 。
風味の中の骨となし
。濁は
下 り て 濃 汁
の 羮 に 。 飛 竜 の お ぽ 子 を 用 る 時 は 。 登 琴 在 も 恐 さ
らんや。
吸 口 の 匂 は せ ふ り に 誓 ち ら す 。 折 し も 物 淋 し さ に 香 物 と な る味嗚、の二肴取出し。こなか
ら の 洒 を も と め て 。 盃 を 傾 け ほ
ろ ／＼ 酔 に ま か せ 。 耳 を 取 て 鼻 を か み 。 咳払 を し て
字主人囮
（卍 象）
の 狂 文 で あ る 後 者 に は 些 か 意 味 を 取 り に く い 部 分 が あ る け れ ど も 、双方ともに、
作者
（編 者 ） が 「 独吟子緑寄人」 で あ る （ 森 羅 亭 主
人 で は な い ） こ
と を 示 し て い る と い う点 で は 一 致 し
て ，い





両 者 が 親 し い 間 柄 に あ
れ ば こ そ 序 文 の 執 箪 を 依 頼 し た の で あ ろ う 。
肱者「独吟子緑消人」の正体が従来不明であったことは、中良
編者説を助長するところがあったのだろうし、「独吟子」という号 は 、
自 作 自 演 を 思 わ せ も す る の で あ る が 、
し か し 、
中 良 周 辺 の
実 在 人 物 と し て 、 「 緑 胃 人 」 が 存 在 す る
とな
れば、
話 は ま た 別 だ
ろ う 。 文 化 十 年 八 月 刊 の 「 狂 歌 あ き の の ら 」 は 、
合 歓 堂 序 、
竹 川
藤 兵 衛 • 愛 智 屋 善 兵 衛 の 江 戸 二 茸 の 合 板 に 成 る 四 方 側 の 狂 歌 集 である。四方側の頭領、
四 方 歌 垣 真 願 は 、
天 明 初 年 に 森島 中 良 （ 狂
名 竹 杖 為 軽） に 入 門 し 、 狂 歌 師 と し て の 長 い 追 を 歩 み 始 め た 経 綿が あ り 、




こ の 集 の 本文 一 丁
表 ・ 三 丁 表 ・ 五 丁 表 ・ 六 T 裏
． ． 
七丁裏 の 五 箇 所 に 「 様 寄 人 」 の 狂
歌 が 載 る 。
その緑青人の正体については、相見香雨氏編の「酒井仲遺稿
抄 」 （ 日 本 美 術 協 会 雑 告 五 十 四 号 、 観文 楼 叢 刊 第 八 、 昭 和 14 年 12月）に示唆的な一文が見える。
こ の
「遺稿抄」には、
二 箇所 に 中
良も丑場し、
酒 井 伸 （ 上 州 伊勢 崎 藩 主 酒 井 忠 温 の 三 男 。 従 兄
の
酒
井 抱 一 よ り 尻 焼 猿 人 の 狂 名 を 誼 ら れ る ） の 交 友 圏 に 、



























































































































































































































































































































































































































































































こでも単に評判のいい『寸錦雑綴」 二番煎じ 狙ったというだけの とと解しておきた 。
つまり、
当初から（あるいは、
しばらく後
のことであったかも
知れない。出版時期と 、
例えば享和三年の秋に成った手柄岡
持＾朋絨堂喜三二〉の随筆「後は昔物匝」に「寸錦雑綴」の世名が見え、
管見の限り、
初尉の版行はこれ以前であったことが知ら
'
れる
のみである）行事・奉行の指図に従わずに出版を油行し
たこ
とは、
おそらく功名心とでも呼ぶべき、
編者
の意図によったもの
と思われる。
その結呆‘[寸錦雑綴
j
がかなりの託判を得たこと
以上、「寸錦雑綴」
、
特にその編著者に関して、
些かの考察を試
みた。
繰り返すが、
この世が森島中良の著作ではないことのみは、
ほぼ明らかになったと考える。
寛政の改革直後の粛正と放恣の微妙な均衡の
上に、
この書の成
立と差し止めがあり、
結局出版に至った事実は、
それが編者の編
集意図の外にあれ、
あるいは本密が語るもっとも大きなメッセー
ジであるかもしれない。
五
は、
先の「後は昔物語」や『穿繋抄」あるいは「我衣
j
の記事が
示しているだろう。
特に、『後は昔物語」では、
喜三二の本文に対して山崎美成が
「旦寸錦雑級にのするものは。
おのれは疑ひなきにあ
らすなん
」
と頭注で反論し、
さらに喜多村蒟庭も意見を述ぺており、
それだ
けこの書がよく読ま
れていたことを窺わせる。
また、
同じ窃庭は、
「武江年表
j
の斎藤月本記事（享和年間記事）「戯作者の随節、
京伝の作に並ぶものなし」に対して「寸綿雑綴」を挙げ、
京伝の
随箪は珍しくもなく誤りも多く「殊に不出来」と反論しているのであった。
ともあれ、
これらの書のいずれにも中良の名が現われないこと
もまた、『寸錦雑綴
j
の編者が中良ではないことを示唆するもの
の如くである。
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注日本応ぽ大成の招肌等。
以下に見るように、
尖は成立は谷凰没の腹後
であったということになる。
2引
用は、
莉木元氏の翻刻（「泊本研究j2、
昭和63年6月）
による。
3釘
えば、「三十二寸」と記す「芭蕉箭米樅」の図版は尖閑には約67セ
ンチ（二十二寸）で戟る。
4例
えば、
日本随演大成旧版の州逍゜
5「寸
絡仕ほ
j
の「机廿人」が中良の別サであったという9Jえ方は、
「狂歌あさののら」の出た文化十年には巾良は既に没し
ているという事
尖（文化七年十二月匹日没。式丸＇三馬作「田＾古芝店忠臣蔵
j
序及び、
竹
原樽蛇礼大田lti畝む簡による）から、
ほぼ成立不可能という
ことになる。
6所
題によれば、
桜本の段府にとどまる「追松抄
j
において、
狂改．兌
句の欠裕は珍しいことではなかった。
翻刻にも、
二十六に上る一行分の
空白はそのまま残されている。
7他
にも「寸錦仕綴
j
の編者は付説で細井広沢を「広沢先生」と呼人で
いるが、
広沢は近世前・中期のむ家（万治元年＾一六五八〉生、
卒和二
十年＾一七三五〉没）。
宝JIf四年＾一七五匹〉乃至六年生まれの中・艮で
あればれ接のげ事はありえない（伝来する細井雀への配砥であるう）•そうであれば、「平灯先生」も た、
これを必ずしも印弟llo鋲と鮒釈す
る必姿はな
い。
加えるに、
中良が源内を呼ぶ楊合、「平代先生」ではな
く「凪米先生」と呼ぶことが多かった。
8中
良およぴ桂川�ぷの事跡については、
今泉漑吉氏「閾学の家桂川の
人々」（在蛤む林、
昭和40.43.44年）に詳しい。
百本古典文学大系」等答照。随叩大成新版肝四が「阿刊に当り・・・・・・
， 
一部印財を改めた。」という
のは、
再りの「瓜来序主人」の序を「な帷
卒主人」のものに改めたということのようである。
10尚
、「森羅平」版と「凪来序」版には、
序文弓名のほかにも「谷凪手
印」凶中の「00/＋寸」を再版で欠くと
いう僅かな界動がある（初版
は国会凶杏釘＊、
再版は逹む屈も一守旧磁染成本により、
それぞれ数本
を以て対校した）。
この他、
Ui演大成の彩印は、
①「出困甜帖」という
兄111しを欠く、
②
Em
妓両帖」奥付の「泊口百」の「酉」の点を欠さ
「図」と見える、③「王創辺杵衣手間子」の「川」の点を欠さ「かし」と見える、
④「芭班箔米仮」岡中の「三十二寸」を欠く守の不協があり
注迂を投す 。〈付記〉相見香雨祁「酒井仲逍栢抄」を向教示下さった甜＊元氏に深謝致します。＾追記〉式翌二馬作の合殊J「大尽拝花街始」（文化七年刊）に、「二枚五肉の小脇差寸錦雑紘に図あり」と見える。
中良に私
淑し｀
その許に出入りした（文化元年刊「狂首綺開」序）三
篤が、
中良存命中 記した右の一条に、
中良の名を裕げない
ことは、「寸錦雑綴」非中良作説の大きな傍証 なる。また、
狂歌師松行人の名は、
咄本「岡菜の花」（党政九年刊）
、
「無串志有意」（同十年刊）や、
狂歌集「美沿寿組入
J
(同九
年刊）にも見えることを付留しておく。
（いしがみさとし／新見女子俎期大学精師）
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